
平成 27年 4月 30日

環境部 下水道課

下水道使用料の誤徴収に伴う還付について

秩父市公共下水道事業において、下水道使用料を誤って賦課していることが

判明いたしました。その結果、お客様に還付をする事案が発生いたしましたの

でお知らせします。

お客様をはじめ関係者の皆様にご迷惑をおかけしたことを、深くお詫び申し

上げます。

今後は、下水道使用料の徴収誤りが判明したお客様に対して、早急に還付を

させていただくとともに、再発防止に向けて取り組んでまいります。

【対象者】 平成 26年 4月 1日から平成27年 4月 20日までの間に、下水道の使用

開始、休止、廃止をされたお客様が対象となります。

１、 概要

2使用月の中途において公共下水道の使用を開始し、休止し又は廃止した場合

の使用料の額を本来 100分の 105を乗じた額で徴収すべきところを、誤って 100
分の 108を乗じた額で徴収していたことが判明いたしました。

２、 経緯

（１）下水道条例では、「下水道の使用を開始し、休止し、又は廃止した場合

の使用料の額は、次に掲げる額にそれぞれ 100分の 105を乗じて得た

額とする。」との記載があり、本来、平成 26年 3月議会において 100
分の 108を乗じた額に改正すべきところ、改正できていないことが判

明いたしました。

（２）これまでにお客様からの申し出等はございませんが、徴収誤りが確認

された現時点で、お客様にできる限り早く還付をさせていただくこと

が望ましいと判断いたしました。

３、 徴収誤りと思われる件数・還付の見込み額

（１）該当見込み件数 約 2,446件

（２）還付見込み金額 約 10万円



４、 原因

平成 25年 12月議会において、1か月単位の下水道使用料の料金体系を 2か

月単位の料金体系に改正した時に、新たに「中途において下水道の使用を開始

し、休止し、又は廃止した場合」の規定を追加し、消費税賦課率の規定を下水

道料金算定部分とは別に設定いたしました、その後、平成 26年 3月議会におい

て、消費税率の改正に伴う条例改正時に、この「中途部分」の税率改正を誤っ

て落としてしまったものです。

これにより、本来であれば、100分の 105を乗じた額を徴収するべきものを、

料金システム上 100分の 108を乗じた金額を徴収してしまったものです。

５、 徴収誤りのお客様への対応

（１）徴収誤りと思われるお客様に対して、文書でお知らせをさせてい

ただきます。

（２）口座振替可能なお客様に対しては、口座に還付金を振り込みさせ

ていただきます。

（３）口座振替ができないお客様に対しては、現金にて還付させていた

だきます。

なお、現金で還付する場合であっても振込先口座をご指定いただ

くことにより口座に還付金を振り込みさせていただきます。

６、 再発防止対策

（１）下水道料金の賦課が適切か、確認とチェックを行ってまいります。

（２）事務書類のチェック体制の強化を実施します。
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